
- 1 -

二
〇
二
二
年
度
博
士
論
文

中
世
説
話
研
究
―
古
記
録
・
古
注
釈
を
中
心
に
―

要
約

鶴
見
大
学

大
学
院

文
学
研
究
科

日
本
文
学
専
攻

河
田

翔
子



- 2 -

中
世
説
話
研
究
―
古
記
録
・
古
注
釈
を
中
心
に
―

要
約

本
論
文
は
、
今
日
既
に
文
学
テ
キ
ス
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
説
話
集
（
『
今
昔
物
語
集
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
等
々
）
に
比
し
て
、
現
在
ま
で
に
古
典
文
学

研
究
上
に
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
記
録
・
日
記
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
古
注
釈
の
類
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
「
説
話
」
を
探
ろ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ

る
。
方
法
と
し
て
、
中
世
に
成
立
し
た
古
記
録
・
古
注
釈
を
対
象
と
し
、
記
主
の
表
現
方
法
の
特
徴
（
傾
向
）
や
各
古
注
釈
の
素
性
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
こ

に
見
え
る
説
話
的
要
素
を
考
察
し
た
。
以
下
に
、
本
論
文
の
構
成
を
目
次
で
示
す
。

序
章

第
一
章

古
記
録
の
説
話
―
『
看
聞
日
記
』
を
対
象
と
し
て
―

第
一
節

「
戸
開
閉
」
の
怪
異
説
話
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

一

『
看
聞
日
記
』
に
み
る
「
戸
開
閉
」
と
「
怪
異
」

二

平
安
・
鎌
倉
期
の
記
録
・
史
書
に
み
る
「
戸
開
閉
」

三

記
録
・
史
書
以
外
の
資
料
の
「
戸
開
閉
」

お
わ
り
に

第
二
節

葉
に
詩
歌
を
書
く
こ
と

は
じ
め
に
―
『
看
聞
日
記
』
の
柿
の
葉
に
和
歌
を
書
く
記
事
―

一

「
葉
に
書
く
」
和
歌
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二

『
伊
勢
集
』
柿
の
葉
に
和
歌
を
書
く

三

「
葉
に
詩
を
書
く
」
説
話

四

「
葉
に
詩
を
書
く
」
漢
籍
の
影
響

五

「
葉
に
詩
を
書
く
」
連
歌
資
料

お
わ
り
に

第
三
節

『
看
聞
日
記
』
に
お
け
る
貞
成
の
評
言
―
「
呵
法
沙
汰
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―

は
じ
め
に

一

「
呵
法
（
苛
法
）
」
の
語
意

二

古
記
録
に
於
け
る
「
呵
法
（
苛
法
）
」
の
用
例

三

『
看
聞
日
記
』
に
於
け
る
「
呵
法
」
の
用
例

お
わ
り
に

第
二
章

古
注
釈
の
説
話
―
本
説
を
以
て
説
く
古
今
注
を
対
象
と
し
て
―

第
一
節

勧
修
寺
本
「
古
今
和
歌
集
注
」
論
続
貂

は
じ
め
に
―
勧
修
寺
本
「
古
今
和
歌
集
注
」
と
は
―

一

勧
修
寺
本
「
古
今
集
注
」
所
引
の
『
古
今
集
』
本
文

二

依
拠
す
る
注
説
に
つ
い
て
―
顕
昭
説
と
定
家
説
―

三

「
真
観
流
古
今
集
注
」
説
の
再
検
討

四

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
古
今
集
抄
」
所
引
「
聞
書
」
部
の
〈
真
観
説
〉
と
の
比
較

お
わ
り
に
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第
二
節

大
和
国
武
蔵
野
異
聞
―
中
世
古
今
集
注
・
伊
勢
物
語
注
か
ら
人
情
本
ま
で
―

は
じ
め
に
―
『
古
今
集
』
一
七
番
歌
と
『
伊
勢
物
語
』
第
十
二
段
所
収
歌
の
異
同
―

一
―
一

中
世
に
於
け
る
Ａ
み
さ
ご
説

一
―
二

近
世
に
於
け
る
Ａ
み
さ
ご
説

二
―
一

中
世
に
於
け
る
Ｂ
安
世
説

二
―
二

近
世
に
於
け
る
Ｂ
安
世
説

三

『
和
漢
三
才
図
会
』
に
於
け
る
Ａ
み
さ
ご
説
・
Ｂ
安
世
説
の
併
記

四

江
戸
逢
坂
の
地
名
由
来
譚
Ｃ
玄
及
藤
説

五

『
江
戸
名
所
図
会
』
に
於
け
る
Ａ
み
さ
ご
説
・
Ｂ
安
世
説
・
Ｃ
玄
及
藤
説
の
併
記

お
わ
り
に
―
人
情
本
『
其
小
唄
恋
情
紫
』
牛
込
の
奇
談
と
し
て
―

第
三
節

小
松
帝
説
話
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

一

古
今
注
に
於
け
る
小
松
帝
説
話

二

伊
勢
注
に
於
け
る
小
松
帝
説
話

三

正
徹
口
伝
の
小
松
帝
説
話

四

常
光
院
流
に
於
け
る
小
松
帝
説
話

五

百
人
一
首
注
に
於
け
る
小
松
帝
説
話

六

『
塵
塚
物
語
』
に
於
け
る
小
松
帝
説
話

お
わ
り
に
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初
出
（
含
掲
載
予
定
）
一
覧

第
一
章
「
古
記
録
の
説
話
―
『
看
聞
日
記
』
を
対
象
と
し
て
―
」
で
は
、
室
町
期
の
古
記
録
で
あ
る
伏
見
宮
貞
成
親
王
・
後
崇
光
院
の
日
記
『
看
聞
日
記
』
を
対

象
と
し
て
、
記
主
貞
成
の
表
現
方
法
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
に
見
え
る
説
話
的
要
素
を
考
察
し
た
。

第
一
節
「
「
戸
開
閉
」
の
怪
異
説
話
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
『
看
聞
日
記
』
内
に
「
戸
開
閉
」
（
建
造
物
の
戸
が
自
ら
開
く
現
象
）
が
「
怪
異
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に

注
目
し
、
記
主
貞
成
が
「
戸
開
閉
」
を
ど
の
よ
う
な
現
象
と
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
日
記
内
に
於
い
て
「
戸
開
閉
」
を
「
怪
異
」
と

記
す
例
を
精
査
し
、
貞
成
が
「
戸
開
閉
」
を
災
い
の
前
兆
と
も
捉
え
、
そ
れ
を
「
怪
異
」
と
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
『
看
聞
日
記
』
以
前
の
平

安
・
鎌
倉
期
の
記
録
・
史
書
に
見
え
る
「
戸
開
閉
」
の
例
を
調
査
検
討
し
、
明
示
的
に
は
「
怪
異
」
と
記
さ
な
い
ま
で
も
、
平
安
・
鎌
倉
期
に
於
い
て
も
「
戸
開
閉
」

が
災
い
の
前
兆
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
記
録
・
史
書
以
外
の
文
献
で
は
、
「
戸
開
閉
」
が
神
仏
の
意
志
・
力
と
関
連
付
け
ら
れ
て
描
か

れ
て
い
る
こ
と
を
具
体
例
を
挙
げ
て
示
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
貞
成
は
、
「
戸
開
閉
」
を
通
し
て
神
仏
の
意
志
・
力
を
意
識
し
、
そ
れ
ら
が
後
に
現
世
へ
何
か

し
ら
の
影
響
を
及
ぼ
す
前
兆
と
捉
え
、
「
戸
開
閉
」
を
「
怪
異
」
と
記
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。

第
二
節
「
葉
に
詩
歌
を
書
く
こ
と
」
は
、『
看
聞
日
記
』
内
に
常
光
院
堯
孝
か
ら
柿
の
葉
に
書
い
た
和
歌
を
献
上
さ
れ
た
貞
成
が
「
殊
柿
葉
ニ
書
之
条
有

其
例

、

二

一

令

感
嘆

」
と
記
す
こ
と
を
発
端
に
、
な
ぜ
柿
の
葉
に
和
歌
を
書
く
こ
と
が
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
植
物
の
葉
に
詩
歌
を
書
く
と
い
う
行

二

一

為
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
柿
の
葉
」
に
詩
歌
を
書
く
例
と
し
て
、
男
が
か
つ
て
懇
意
に
し
て
い
た
女
の
許
へ

柿
の
紅
葉
に
書
い
た
歌
を
贈
る
例
（
『
伊
勢
集
』
冒
頭
）
や
、
女
官
の
詩
を
見
て
恋
慕
し
た
男
が
「
柿
の
葉
」
に
唱
和
の
詩
を
書
き
や
が
て
二
人
が
夫
婦
と
な
る
と

い
う
説
話
（
『
俊
頼
髄
脳
』
『
今
昔
物
語
集
』
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
で
に
鈴
木
元
氏
の
「
紅
葉
の
ふ
み
―
年
中
行
事
歌
合
の
一
首
か
ら
―
」
（
『
室
町
連
環

中
世
日
本
の
「
知
」
と
空
間
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
十
月
所
収
）
等
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
後
者
の
「
柿
の
葉
」
説
話
は
、
唐
代
以
降
の

漢
籍
や
連
歌
資
料
に
も
類
話
が
見
え
、
元
は
中
国
で
生
ま
れ
た
説
話
が
日
本
に
伝
来
し
、
や
が
て
連
歌
の
世
界
で
も
享
受
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
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他
方
、
葉
に
書
く
和
歌
に
目
を
向
け
る
と
、
和
歌
を
書
く
葉
の
植
物
と
和
歌
の
内
容
と
が
関
連
付
け
ら
れ
、
各
植
物
の
葉
に
和
歌
を
書
き
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
和
歌
の
趣
向
や
主
張
を
よ
り
効
果
的
に
強
調
し
よ
う
と
い
う
意
識
の
表
れ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
看
聞
日
記
』
の
堯
孝
詠
で
も
、
貞
成
に
対
す
る
「
ふ

か
き
め
ぐ
み
」
と
「
柿
」
と
を
響
か
せ
、
貞
成
に
対
す
る
尊
崇
の
念
の
深
さ
を
よ
り
強
く
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
柿
の
葉
」

に
記
し
た
尊
崇
の
深
さ
が
、
特
に
貞
成
を
感
嘆
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。

第
三
節
「
『
看
聞
日
記
』
に
お
け
る
貞
成
の
評
言
―
「
呵
法
沙
汰
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
」
は
、
『
看
聞
日
記
』
の
庭
田
氏
と
田
向
氏
と
の
墻
相
論
記
事
に
於

け
る
貞
成
の
評
言
の
意
味
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
記
事
は
、
年
来
庭
田
家
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
墻
に
対
し
て
「
我
墻
」
と
主
張
し
た
田
向
長
資
が
、
激

昂
の
末
に
件
の
墻
を
破
壊
し
た
と
い
う
内
容
で
、
同
記
事
内
で
貞
成
は
長
資
の
行
為
を
「
呵
法
沙
汰
」
と
評
し
た
。
こ
の
貞
成
の
評
言
は
、
先
行
研
究
で
は
、
「
呵

法
」
で
は
な
く
「
阿
呆
」
と
解
さ
れ
た
り
、
「
法
を
ま
げ
る
よ
う
な
や
り
方
」
と
解
さ
れ
て
き
た
が
、
再
検
討
を
試
み
た
。
「
呵
法
」
の
語
は
、
古
文
書
に
於
い
て

は
厳
し
い
年
貢
取
立
等
を
愁
訴
す
る
訴
訟
文
で
「
激
し
い
責
め
・
督
促
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
が
、
古
記
録
に
於
い
て
は
様
々
な
物
事
に
対
す
る
「
要
求
・
催
促
・

督
促
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
『
看
聞
日
記
』
内
の
当
該
記
事
以
外
の
「
呵
法
」
の
用
例
を
調
査
検
討
し
、
こ
れ
も
「
激
し

い
要
求
・
催
促
・
督
促
」
の
意
と
解
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
墻
相
論
記
事
に
於
い
て
貞
成
は
、
「
呵
法
沙
汰
」
と
い
う
評

言
を
用
い
て
、
長
資
の
墻
破
壊
と
い
う
行
動
を
敷
地
規
模
修
正
へ
の
「
激
し
い
要
求
・
催
促
」
だ
と
評
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
た
。

第
二
章
「
古
注
釈
の
説
話
―
本
説
を
以
て
説
く
古
今
注
を
対
象
と
し
て
―
」
で
は
、
中
世
に
書
か
れ
た
『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
書
（
以
下
、
「
古
今
注
」
と
呼

ぶ
）
の
内
、
特
に
片
桐
洋
一
氏
の
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
（
二
）
』
・
『
同
（
五
）
』
（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
三
年
四
月
・
一
九
八
六
年
一
月
）
に
於
い
て
「
本

説
を
以
て
説
く
古
今
注
」
と
さ
れ
る
も
の
を
主
な
対
象
と
し
て
、
そ
こ
に
見
え
る
説
話
的
要
素
を
考
察
し
た
。

第
一
節
「
勧
修
寺
本
「
古
今
和
歌
集
注
」
論
続
貂
」
は
、
勧
修
寺
本
古
今
和
歌
集
注
（
以
下
、
「
勧
修
寺
本
」
と
呼
ぶ
）
の
新
出
伝
本
で
あ
る
鶴
見
大
学
図
書
館

蔵
本
（
函
架
番
号
：

・

・

貴
）
を
調
査
対
象
と
し
て
、
同
本
歌
注
の
四
季
部
を
中
心
に
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
勧
修
寺
本
は
、
真
観
流

911

1351

K

の
注
釈
書
と
さ
れ
、
「
反
御
子
左
派
研
究
の
た
め
に
重
要
な
資
料
群
」
（
浅
田
徹
解
題
『
古
今
集
注
釈
書
影
印
叢
刊
（
三
）
古
今
集
素
伝
懐
中
抄
』
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
〇
年
十
月
）
な
ど
と
紹
介
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
詳
し
い
考
証
は
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
勧
修
寺
本
所
引
『
古
今
集
』
本
文
な
ら
び
に
注
説
の
内
容
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を
精
査
し
、
同
本
は
二
条
家
流
の
手
に
よ
る
古
今
注
で
は
な
い
と
推
察
し
た
。
さ
ら
に
、
勧
修
寺
本
の
注
説
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
古
今
集
抄
」
所
引
「
聞
書
」

部
に
「
真
観
御
房
」
の
説
と
さ
れ
る
〈
真
観
説
〉
と
を
比
較
し
、
同
本
を
直
ち
に
真
観
流
の
注
釈
書
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
指
摘
し
た
。

第
二
節
「
大
和
国
武
蔵
野
異
聞
―
中
世
古
今
集
注
・
伊
勢
物
語
注
か
ら
人
情
本
ま
で
―
」
は
、
中
世
の
古
今
注
・
伊
勢
物
語
注
（
以
下
、
「
伊
勢
注
」
と
呼
ぶ
）

お
よ
び
近
世
の
名
所
記
・
地
誌
類
と
人
情
本
に
見
え
る
大
和
国
武
蔵
野
説
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
和
国
武
蔵
野
説
と
は
、『
古
今
集
』
一
七
番
歌
「
春

日
野
は
…
」
と
『
伊
勢
物
語
』
第
十
二
段
「
武
蔵
野
は
…
」
歌
の
初
句
の
異
同
を
ど
う
に
か
解
釈
し
よ
う
と
し
て
作
ら
れ
た
と
思
し
き
説
で
、
そ
の
内
容
は
、
大
和

国
春
日
野
の
中
に
武
蔵
塚
と
い
う
塚
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
を
武
蔵
野
と
呼
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
先
ず
、
中
世
古
今
注
・
伊
勢
注
お
よ
び
近
世
名
所
記
・
地
誌
類

を
調
査
し
、
同
説
が
武
蔵
塚
を
「
（
小
野
）
み
さ
ご
」
と
い
う
架
空
の
人
物
の
墓
と
す
る
説
（
以
下
、
「
Ａ
み
さ
ご
説
」
と
呼
ぶ
）
と
桓
武
天
皇
皇
子
良
峯
安
世
の

墓
と
す
る
説
（
以
下
、
「
Ｂ
安
世
説
」
と
呼
ぶ
）
と
に
大
別
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
近
世
に
至
る
と
地
名
由
来
譚
と
し
て
名
所
記
・
地
誌
類
に
取
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
指
摘
し
た
。
次
に
、
Ａ
み
さ
ご
説
に
は
江
戸
の
名
所
記
・
地
誌
類
に
於
い
て
美
女
「
玄
及
藤
（
さ
ね
か
ず
ら
）
」
と
の
悲
恋
が
加
え
ら
れ
、
江
戸
逢
坂
の
地
名
由

来
譚
（
以
下
、
「
Ｃ
玄
及
藤
説
」
と
呼
ぶ
）
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
Ａ
み
さ
ご
説
と
Ｃ
玄
及
藤
説
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
刊
の
人
情
本
『
其
小
唄
恋
情
紫
』

そ
の
こ
う
た
ひ
よ
く
の
む
ら
さ
き

に
江
戸
牛
込
の
「
奇
談
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
も
指
摘
し
た
。
中
世
古
今
注
・
伊
勢
注
に
端
を
発
し
、
地
名
由
来
譚
と
し
て
近
世
名
所
記
・
地
誌
類
へ
と

享
受
さ
れ
た
大
和
国
武
蔵
野
異
聞
が
、
さ
ら
に
地
名
由
来
譚
か
ら
「
奇
談
」
へ
と
変
容
し
、
人
情
本
に
ま
で
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
三
節
「
小
松
帝
説
話
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
弘
安
十
年
古
今
集
注
（
以
下
、
「
弘
安
十
年
注
」
と
呼
ぶ
）
を
は
じ
め
と
し
た
中
世
古
今
注
や
伊
勢
注
・
百
人
一
首

注
な
ど
諸
書
に
見
え
る
小
松
帝
説
話
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
特
に
、
小
松
帝
説
話
を
通
じ
て
各
古
今
注
・
伊
勢
注
・
百
人
一
首
注
諸
書
の

関
係
性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
注
説
を
伝
え
た
各
流
派
の
関
係
を
追
求
す
べ
く
、
そ
の
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
小
松
帝
説
話
と
は
、
光

孝
天
皇
即
位
の
際
、
御
所
へ
迎
え
の
車
を
遣
わ
し
た
と
こ
ろ
、
周
辺
に
生
え
て
い
た
松
が
車
を
避
け
た
の
で
、
同
天
皇
を
「
小
松
帝
」
と
も
称
す
、
と
い
う
説
で
あ

る
。
「
弘
安
十
年
注
」
以
下
の
い
く
つ
か
の
古
今
注
や
伊
勢
注
は
、
『
古
今
集
』
二
一
番
歌
詞
書
中
な
ら
び
に
『
伊
勢
物
語
』
第
百
十
四
段
の
「
仁
和
の
御
門
（
み

か
ど
）
」
と
は
「
仁
和
帝
」
と
称
さ
れ
る
光
孝
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
同
天
皇
を
「
小
松
帝
」
と
も
称
す
と
記
し
、
そ
の
本
説
と
し
て
小
松
帝
説
話
を

記
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
百
人
一
首
』
一
五
番
歌
の
出
典
が
『
古
今
集
』
二
一
番
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
百
人
一
首
注
に
も
同
様
に
小
松
帝
説
話
が
記
さ
れ
る
場
合
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が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
古
今
注
・
伊
勢
注
・
百
人
一
首
注
や
常
光
院
流
の
注
釈
書
、『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
の
正
徹
口
伝
の
記
事
お
よ
び
『
塵
塚
物
語
』
と
い
っ
た
、

小
松
帝
説
話
を
載
せ
る
諸
注
諸
書
を
対
象
と
し
、
同
説
話
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
諸
注
諸
書
の
間
の
交
流
の
有
無
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
第
一
に
、
古
今
注
の
「
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
」
・
「
光
広
奥
書
本
古
今
集
秘
抄
」
・
「
曼
殊
院
本
古
今
秘
注
抄
」
・
「
古
今
和
歌
集
三
条
抄
」
、
伊
勢
注
の
「
十

巻
本
伊
勢
物
語
注
［
冷
泉
家
流
］
」
、
百
人
一
首
注
の
後
陽
成
天
皇
『
百
人
一
首
抄
』
と
後
水
尾
天
皇
『
百
人
一
首
抄
』
所
引
「
或
秘
抄
」
と
の
間
に
は
、
交
流
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
古
今
注
の
「
弘
安
十
年
注
」
、
伊
勢
注
の
「
書
陵
部
本
伊
勢
物
語
抄
［
冷
泉
家
流
］
所
引
「
或
本
」
部
」
・
「
東
海
大
学
付
属
図

書
館
桃
園
文
庫
蔵
伊
勢
物
語
註
」
と
の
間
に
も
、
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
第
三
に
、
常
光
院
流
で
は
、
堯
恵
の
古
今
注
「
延
五
記
」
・
公
夏
の
伊
勢
注
「
志

能
夫
数
理
［
陽
明
文
庫
本
］
」
に
小
松
帝
説
話
が
見
え
、
お
そ
ら
く
公
夏
は
、
古
今
注
と
し
て
堯
恵
か
ら
聞
い
た
同
説
話
を
自
身
の
伊
勢
注
に
記
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
第
四
に
、
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
の
正
徹
口
伝
と
『
塵
塚
物
語
』
の
小
松
帝
説
話
は
、
伊
勢
注
の
「
書
陵
部
本
伊
勢
物
語
抄
［
冷
泉
家
流
］
本
体
部
」
の

そ
れ
と
近
く
、
特
に
「
書
陵
部
本
伊
勢
物
語
抄
［
冷
泉
家
流
］
本
体
部
」
と
『
塵
塚
物
語
』
の
両
書
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
明
ら

か
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
問
題
も
多
々
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
調
査
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。


